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楕円（ellipse）には焦点がふたつあります。
男性中心の社会から、女性と男性がそ
れぞれに中心（焦点）となる社会を目指
すという思いを込めて、誌名を［エリプス］
と名づけました。

REPORT

夢のつばさ♥プロジェクトニュース
◆ 事業報告（共催講演会）
お茶の水地理学会 講演会

「テレビ報道の現場」（講師  原  聡子 氏）

INFORMATION

お茶の水女子大学イベント情報
事務局よりお知らせ
●	ステップアップのためのマネーと仕事のセミナー
●	お茶の水ブックレット10「キャリア・デザイ

ンと子育て―首都圏女性の調査から」発行

ワ・タ・シ

深津千鶴　FUKATSU, Chizu　イラストレーター
東京生まれ。1988年、お茶の水女子大学文教育学部地理学科卒業。在学中
に、『週刊朝日』誌上にて「山藤章二の似顔絵塾」特待生となる。広告代理
店勤務を経て、1990年より作家活動を開始。書籍装画、ＣＤジャケットなど
多く手がける一方、エッセイ執筆、壁画制作などの活動を展開している。

TOPICS

「オールお茶の水」の精神で
「次の140年へ !!」

お茶の水女子大学 学長特命補佐　村重 嘉文
（お茶の水学術事業会理事）
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TOPICS　「オールお茶の水」の精神で「次の140 年へ !!」

「オールお茶の水」の精神で
「次の140 年へ !!」

　日本の厳しい財政状態から、平成 16 年の国立大学法人化
以来、国が支出する「国立大学法人運営費交付金」は毎年１％
ずつ削減され、10 年間で 1,300 億円が削減されました。
　国立大学は自らが財政基盤確立のために、収入の道を考え
る時代となりました。
　お茶の水女子大学では 2015 年に新たな執行部が発足し、
NPO 法人お茶の水学術事業会室伏きみ子理事が学長に就任
されました。そして大学と附属学校園の「オールお茶の水」体
制で大学の使命を果たせるよう創立 140 周年を記念して「未
来開拓基金」創設が進められています。

　保育・幼稚園、小中高、大学、大学院が一つ敷地にあるお
茶の水キャンパスの安全で快適な環境整備には、それぞれの
卒業生も含め「お茶の水」メンバー全員が一致団結しての協力
が望まれるところです。昨年 10 月にはファンドレイジング（資
金集め）担当として三名の学長特命補佐が発令されましたが、
私もその一人として就任しました。
　運営資金確保に向けて幅広い諸施策を検討していますが、
それらを以下ご紹介します。「オールお茶の水」の精神で次の
140 年に向け、地道な努力を積み重ねていければ有り難いと
存じます。

お茶の水女子大学「未来開拓基金」

趣 意 書

　お茶の水女子大学は創立 140 周年を記念し、次の 140 年へ向けて「未来開拓基金」を創設しました。
　「未来開拓基金」は、日本と世界の様々な課題に向き合い、豊かな未来の創造に向けて努力する女性たち
と子どもの育ちを支援するために創設されました。
　お茶の水女子大学は「学ぶ意欲を持つすべての女性にとって、真摯な夢の実現の場として存在する」との
理念の下、世界中の全ての女性たちの夢の実現を支援することを目指して参りました。
　女性たちが、多様な文化と異なる価値観や考え方を持つ人々と深く理解し合い、信頼関係を築いて、互い
に切磋琢磨しながら、自らを成長させて行くための「学びの場」でありたいとの決意を持って、学びたくても
学ぶことのできない発展途上国の女性たちをも含め、国境を越えた女子教育の実践に努めております。
　私たちは、将来にわたって、社会をリードし、時代を創る女性たちを育てます。
　そして、本学で学んだ女性たちが、周囲の人々や社会に対して、未来への希望と勇気を呼び起こす活躍を
してくれることを願って、140 年の歴史と伝統を活かし、次の 140 年を創る役割を果たして参ります。
　さらに私たちは「オールお茶の水」の理念の下、附属学校園と大学とが一体となって「お茶の水」が日本
と世界の未来を拓く存在となるべく、幼児から社会人までを対象とした優れた教育と研究を進めます。その
ためにも、同窓生の皆様に集っていただける空間を構築し、皆さまとの連携の下、新たな価値を生み出した
いと願っております。
　皆さまから温かいご支援とご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

国立大学法人お茶の水女子大学　学長　室伏きみ子　　　　

お茶の水女子大学 学長特命補佐
村重  嘉文 （お茶の水学術事業会 理事）
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「未来開拓基金」の取り組み

１．グローバルに活躍する女性リーダーと子どもたちの育成
　全ての女性たちの夢の実現を目指して、国境を越えた研究・教育文化を創造し、社会人や発展途上国の
女性も対象として、グローバルに活躍する女性リーダーを育成します。また、子ども達の豊かな学びを目
指したプログラムを策定します。

２．同窓生等との連携と社会貢献を目指した学びの場の整備
　附属幼稚園から大学まで５つの同窓会が協働できる空間を確保すると共に、地域、地方大学との連携お
よび国際交流の場として、また災害対策や公開講座などを通じた社会貢献の拠点として、コミュニケーショ
ン・プラザ（仮称）を整備します。順次、留学生や短期滞在の学生や研究者のための国際宿舎の建設や図
書館の充実を図り、グローバルな学びの場を整備します。

３．地域連携・産学官連携による共同研究・事業の推進
　社会からの要請の高い「理工系女性人材」の育成を基盤に、産学官の叡智を結集して、基礎から実用
を目指した研究までを一気通貫に推進し、イノベーションを創出して日本の産業競争力の強化を担います。

TOPICS　「オールお茶の水」の精神で「次の140 年へ !!」 「オールお茶の水」の精神で「次の140 年へ !!」　 TOPICS

Club Michelin オールお茶の水（お茶の水女
子大学・附属学校園）への寄附キャンペーン

　㈱ぐるなびとの契約により、「ミシュラン・ゴールド会員」年
会費の一定割合がキャンペーン期間中、大学に寄附されま
す。お問合せは、お茶の水女子大学 寄附基金担当（kifu@
cc.ocha.ac.jp ）まで。

　レストラン「銀座クルーズ・星のなる木」
　みがかずば同窓会プラン

　「お茶の水」関係者が同レストランを利用の場合、利用人数・
金額に応じて一定金額が大学に寄附されます。

「大学カード」の発行 検討中
　クレジットカード会社との提携カードで、カード使用金額の
一定割合が手数料収入となるもので、多くの国公私立大学で
既に導入されています。

「お茶の水メンバーズカード」の発行 準備中
　「サイモンズカード」という、一枚のカードでホテル、レスト
ラン、ショッピングなど様々な業種のお店で使える「共通ポイ
ントカード」を「お茶の水メンバーズカード」として発行します。
これは会員の失効したポイントが、大学に寄附されるというも
ので、他大学でも、このシステムでの寄附収入が図られてい
る例があります。教職員、在校生、大学・附属学校園の卒業
生の「オールお茶の水」メンバーを対象とし、多くの会員を
募集していきます。
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INFORMATION イベント情報

お茶の水女子大学 イベント情報
2016 年 5 月下旬以降に開催される各種イベントのお知らせです。

期日 イベント・講座名 参加費 備考

5 月 28 日（土）
10：30 〜

2 年ぶりに「お茶大へおかえりなさい！」
思い出のキャンパスへようこそ
第 7 回 ホームカミングデイ 無料

【会場】お茶の水女子大学キャンパス
【詳細】大学 HP：http://www.ocha.ac.jp/event/
hcd-7th.html

5 月 28 日（土）
13：30 ～15：30

第 7 回ホームカミングデイ　
化学科・桜化会 OUCA 共同企画 公開講演会
講演１「メタボリックシンドロームに関わる細胞たち」
講師： 田中 直子 先生（旧姓 飯田）（昭 59 化、昭 61 院修  
大妻女子大学家政学部食物学科 教授）
講演２「日本の誇る幼児教育とその未来」
講師： 松本 勲武 先生（お茶の水女子大学名誉教授、東京保
育専門学校 校長）

無料

【会場】お茶の水女子大学理学部 3 号館 701 室
【問合せ】桜化会 OUCA
〒112-8610 東京都文京区大塚 2-1-1
お茶の水女子大学理学部化学教室内
E-mail：ouca@cc.ocha.ac.jp
FAX：03-5978-5290
URL：http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/ouca/
index.html

5 月 28 日（土）＊ホー
ムカミングデイ
7 月 16 日（土）〜18
日（月）＊オープンキャン
パス

附属幼稚園創立 140 周年記念特別展
2016 年に創立 140 周年を迎えるお茶の水女子大学附属幼
稚園のこれまでのあゆみと本学とのつながりをご紹介しま
す。 無料

【会場】お茶の水女子大学　本館 1 階　歴史資料館
【詳細】http://archives.cf.ocha.ac.jp/tenji_you140/
※特別開館以外で見学をご希望の方は、上記ホームページを
確認の上、希望日の 2 週間前までにお申し込みください。
お茶の水女子大学 図書・情報課 歴史資料館窓口
E-mail：shiryo@cc.ocha.ac.jp

5 月 28 日（土）＊ホー
ムカミングデイ
6 月 30 日（金）
7 月 17 日（ 日 ）・18
日（月）＊オープンキャン
パス
12：30 ～12：50

図書館ミニコンサート
※演奏者：音楽表現（学）コース学生
※ベヒシュタイン社製のピアノのコンサートです。

無料

【会場】附属図書館１階ラウンジ
【詳細】附属図書館の HP「コンサート情報」をご覧ください。
http://www.lib.ocha.ac.jp/concert.html

【問合せ】E-mail: lib-serv@cc.ocha.ac.jp
※お申込は不要です。

6 月 10 日（金）
13：00 ～15：10

（12：45 物質 ･ 材料
研究機構・千現地区 
正面玄関集合）

物質 ･ 材料研究機構（NIMS）見学会
世界トップレベルの研究を見てみよう！

【見学先】
国際ナノアーキテクトニクス拠点：「超伝導線材」
機能性材料研究拠点：	「光るポリマー」
	 「ナノ材料と細胞の相互作用」
	 「エレクトロクロミック材料」

無料

【対象】お茶の水女子大学、芝浦工業大学、物質・材料研究
機構の女子学部生、大学院生（定員 18 名）

【会場】物質 ･ 材料研究機構（つくば市）
【主催】平成 26 ～ 28 年度文部科学省科学技術人材育成費
補助事業　女性研究者研究活動支援事業（連携型）

【詳細】 http://www-w.cf.ocha.ac.jp/leader/renkei/
【問合せ】お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所
E-mail：frsp-info@cc.ocha.ac.jp

【申込み】https://crdeg.cf.ocha.ac.jp/ocha2/
Leadership/NIMS_TOUR_20160610

6 月 10 日（金）
第 1 部
10：00 ～13：00
第 2 部
14：00 ～17：00

科学英語プレゼンテーションセミナー
国際学会や国際シンポジウムで使える科学英語プレゼン
テーション技術を基礎から応用まで学びます。

【講師】日本工業英語協会　川合 ゆみ子 氏
【内容】
第 1 部 10:00 ～13:00
　　「英語で効果的に伝える口頭発表の基礎知識」
第 2 部 14:00 ～17:00
　　「英語で効果的に伝えるスライド作りと質疑応答」
※第 1 部のみ、あるいは第 2 部のみの参加もできます。

無料

【対象】：お茶の水女子大学、芝浦工業大学、物質・材料研
究機構の学部生、大学院生、研究員、教職員（非常勤を含む）

【会場】お茶の水女子大学人間文化創成科学研究科棟 604
室（定員 30 名）

【主催】平成 26 ～ 28 年度文部科学省科学技術人材育成費
補助事業　女性研究者研究活動支援事業（連携型）

【詳細】 http://www-w.cf.ocha.ac.jp/leader/renkei/
【問合せ】お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所
E-mail：frsp-info@cc.ocha.ac.jp

【申込み】https://crdeg.cf.ocha.ac.jp/ocha2/
Leadership/PRESENTATION_20160610

第 1 回 6 月 16 日
第 2 回 7 月 21 日
第 3 回 9 月 15 日
第 4 回 10 月 20 日
すべて木曜日
18：30 ～ 20：00

2016 FFF 健康食品フォーラム
「ヘルシーライフと栄養」

第 1 回「ヘルシーライフと運動、そして栄養」
	 上西 一弘 先生（女子栄養大学）
第 2 回「妊娠期の栄養」
	 福岡 秀興 先生（早稲田大学）
第 3 回「ロコモと無縁の栄養」
	 大荷 満生 先生（杏林大学）
第 4 回「腸内環境と栄養」
	 清水 誠 先生（東京農業大学）

４回連続
受講
10,000 円
単発受講
3,000 円

【会場】お茶の水女子大学　本館 1 階　103 会議室
【主催・連絡先】NPO 日本健康食品評価認証機構　事務局
〒161-0031 東京都新宿区西落合 2-6-6
TEL：03-3565-6649
FAX：03-3565-6647
E-mail：fff@wellcarenet.jp 

【共催】
お茶の水女子大学生活環境教育研究センター
お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」
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期日 イベント・講座名 参加費 備考

6 月 25 日（土）　
13：30 ～16：30

桜蔭会　公開講演会と公開シンポジウム
「人生のしめくくりを
より高く 美しく  そして  優雅に」

【基調講演】本田 和子 元お茶の水女子大学学長
【パネルディスカッション】
「こころとからだのグレイスフルエイジング」
話題提供者１ 室伏 きみ子 お茶の水女子大学学長（生命科学）
話題提供者２ 内田 伸子 桜蔭会会長（心理学）
ファシリテーター 白木 百合子 桜蔭会文化事業部

無料

【会場】桜蔭会館
【定員】80 名（要申し込み。先着順）
【参加受付】6 月 1 日より桜蔭会本部にて
【申込み】氏名・返信用連絡先を明記のうえ、メールか FAX
か葉書で、お申込みください。
申込み先：一般社団法人  桜蔭会
〒112-0012 東京都文京区大塚 2-1-6
FAX ：03-3941-9773
E-mail：honbu@ouinkai.jp

7 月 9 日（土）
14:00 ～16:00

第 10 回リーダーシップ論
ダイバーシティと『ダイバーシティ』（山口一男著）
―性別によらず多様な個人が生き生きと生きられる社会とは―
講師：山口 一男 氏（シカゴ大学 教授）

「女性活躍推進法」が成立し、日本でもダイバーシティ推進
の重要性がますます高まっています。そもそも「ダイバーシ
ティ」とはどのような概念なのでしょうか。
本講演会では、国際的に活躍する社会学者で Valuing 
Diversity（多様性の尊重）を推進する山口一男教授を迎え
て、〈社会学者だからこそ書ける文学〉として上梓された『ダ
イバーシティ』にこめられた思いをお話しいただきます。

無料

【会場】お茶の水女子大学共通講義棟 2 号館 201 室
【主催】お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所
【詳細】http://www-w.cf.ocha.ac.jp/leader/event/
kouenkai/10thleadership/

【問合せ】E-mail：info-leader@cc.ocha.ac.jp
【申込み】https://crdeg.cf.ocha.ac.jp/ocha2/
Leadership/the10thleadership/

7 月 16 日（土） 第 3 回リケジョ‐未来シンポジウム（予定）

無料

【会場】お茶の水女子大学共通講義棟
【主催】お茶の水女子大学理系女性教育開発共同機構
【詳細】http://www-w.cf.ocha.ac.jp/cos/
【問合せ】coreofstem-sympo@cc.ocha.ac.jp
TEL： 03-5978-5825

【申込み】coreofstem-sympo@cc.ocha.ac.jp

9 月 3 日（土） 理系女性教育開発共同機構シンポジウム（予定）

9 月 18 日（日） 第 4 回リケジョ‐未来シンポジウム（予定）

2016 年 10 月～
2017 年 2 月
※出願期間 2016 年
7 月 20 日（水）～
26 日（火）

平成 28 年度後学期 お茶の水女子大学 ECCELL
社会人プログラム

「変革期の乳幼児教育・保育を考える」
子どもや保育・乳幼児教育に関わる社会人を対象に、豊か
な学びを実現するための科目を集中講義として開講してい
ます。
※受講生は「お茶の水女子大学 科目等履修生」として登録

され、一定の条件を満たした場合に単位が認定されます。
※男性も受講可能です。

【納付金】
参照

【会場】大学本館 127 教室
【主催】お茶の水女子大学 ECCELL 社会人プログラム
【詳細】http://www.cf.ocha.ac.jp/nyuyoji
【納付金】検定料 9,800 円、入学料 28,200 円、授業料
14,400 円（1 単位につき）
※本学卒業生・修了生は、入学料が無料となります。

【問合せ】E-mail：nyuyoji-info@cc.ocha.ac.jp
TEL：03-5978-5949　（担当 安治）

【申込み】出願要項・入学願書をお茶の水女子大学ホームページ
からダウンロードし、書類を整えた後、出願期間（2016 年 7
月 20 日（水）～26 日（火））に大学学務課へ郵送してください。

イベント情報　 INFORMATION

お茶大女性ビジネスリーダー育成塾：徽音塾　2016 年度秋学期
開講日時 講師 主な内容など

秋学期 9 月
「企業会計（財務会計及び
管理会計）」

2016 年 9 月 3 日、10 日、
17 日、24 日（土）
13：30 〜15：00
15：10 〜16：40

中溝 恵津子［中溝公認会計士事務所 
公認会計士］

ビジネスリーダーを目指す上で身に付けておきたい企
業会計の重要事項を学ぶ。

「財務会計」受講者向け
プレ講座　

2016 年 9 月 3 日、10 日（土）
10：30 〜12:00

椛田 龍三 ［専修大学 商学部 教授］ 専門用語や財務諸表の読み方など、基礎的な簿記の
知識を学ぶ。

【対象】「財務会計」講座の受講生で簿記の初歩的な
知識を学びたい方

【受講料】8,000 円（2 日間分、消費税別）

秋学期 11 月
「経営戦略／マーケティング」

「マーケティング入門」
2016 年 11 月 5 日、12 日（土）
13：30 〜15：00
15：10 〜16：40

神原 理 ［専修大学 商学部 教授］ 顧客（マーケット）が喜ぶ商品やサービスのあり方に
ついて、ワークショップ形式で議論。

「経営戦略の基礎」
2016 年 11 月 19 日、26 日（土）
13：30 〜15：00
15：10 〜16：40

露木 恵美子 ［中央大学大学院 戦略経
営研究科（ビジネススクール） 教授］

企業のみならず「経営」には欠かせない戦略について、
グループワークや講師との双方向のディスカッション
を通して基本から学ぶ。

【受講料】1 講座 30,000 円（一般）、27,000 円（卒業・修了生）※消費税別 【申込期間】2016 年 7月11日（月）〜　2016 年 7月25 日（月）必着
【お問い合わせ先】お茶大女性ビジネスリーダー育成塾：徽音塾　事務局（水・金　午前 10 時〜午後 5 時）
TEL：03-5978-5501　E-mail：kiin-le@cc.ocha.ac.jp
※詳細は、お茶大女性ビジネスリーダー育成塾：徽音塾 HP（http://www-w.cf.ocha.ac.jp/leader/kiin）をご確認ください。
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REPORT　共催講演会のご報告

【講演要旨】
　中学生の時に湾岸戦争の報道をテレビで見て、現場から直
接情報を伝える報道記者に強い憧れを抱いた。お茶大に進学
して 2 年生終了後にオクスフォード大に留学。日本にいる時か
ら「地政学」に興味があったが、ヨーロッパでは身近に戦争を
感じている学生が多く、日本で学んだ状況とは異なっている
と感じた。帰国後、さらに深く「地政学」、特に安全保障分野
について学びたいと思い、ハーバード大学大学院東アジア研
究科に進学。幅広い人脈を形成できた充実した 2 年間を過ご
した。
　イギリスでは、アカデミックないわゆる「象牙の塔」的な学
びが大切にされていた。一方アメリカでは、アカデミアよりも
むしろ、いかに実務とつながるかがより重要視されるように見
えた。アメリカは移民も多く、多種多様な人に慣れている。違
いを受け入れ、柔軟に対応する事が当たり前で、これこそがア
メリカの力だと痛感した。
　就職にあたっては、様々な選択肢のなかから夢であった
ジャーリストの道を選び、日本テレビに入社。社会部に配属
となった。初仕事は、当時出没していたアザラシの「タマちゃ
ん」を探すこと。雨の中、多摩川に出没するかも分からない
アザラシを一日中探し続け、テレビ記者の現実を知った。そ
んな新人時代だったが、今でも忘れられない事がある。北朝
鮮から帰国した曽我ひとみさんの取材だ。多くの報道陣が待
ち構える中、与えられた任務は曽我さんに質問をすること。曽
我さんの姿を間近にして私が言えたのは「帰国できて良かった
ですね！」だったが、曽我さんはこちらを向いて「ありがとう
ございます！」と答えてくれた。これが曽我さんの帰国後の第

一声となり、拉致被害者の初めての声として全社で放送された。
歴史の一場面を現場で自分の目で見る事ができる。この事が
きっかけで、記者という仕事の面白さがわかっていくように
なった。
　最近では、TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）の交渉を
取材。日本の交渉参加から 2 年余りに渡り、全ての交渉を取
材できたのは異動がなかった自分くらいだと思う。経済だけ
でなく、日米同盟をさらに強固にするという安保上の戦略もあ
る大切な交渉だったが、密室で行われ、情報を入手するのに
苦労した。また視聴者にわかりやすく伝える為、交渉の様子を
再現ドラマ仕立てにして放映した事もある。
　偏ることなく真実の核心に迫り伝えることが最も大切だと、
日頃から全神経を研ぎ澄ましている。しかし同じ事象でも報
道各社で伝え方の違いはある。視点や切り口の違いならとも
かく、大手メディアにも偏りや流れを読み間違った報道もある。
またインターネットにはあらゆる情報が溢れ、これまで以上に
嘘や裏付けのない情報に触れる機会が多くなっていると思う。
　ネットを通せば誰もが放送局になれる今、「正しい事、大き
な流れを見極めなければいけない」立場にいるジャーナリスト
として、しっかり取材し、しっかり分析して、皆様にお伝えし
ていきたいと思っている。また、受け取る側も100％受け身で
はなく、自分自身の考えや視点に基づいて情報を見てみる冷
静さが大切であると考えている。いずれにせよ我々旧来のメ
ディアが信頼されるよう、一層取材活動をがんばっていきたい。

（お茶の水地理学会 須野原 智恵子）

　お茶の水地理学会は、2004 年から、会員の知識教養を深めるとともに、一般の方々の生涯学習にも貢献
できるよう、幅広いジャンルから講師をお招きして公開講演会を実施しています。2015 年は、ジャーナリス
トとして活躍中の OG にお話をしていただきました。周到に計算された取材、同じ内容でも違った報道にな
る等のお話は、報道を受け取る側には、とても参考になる内容で、講演後は熱心な質疑応答が続きました。

共催講演会のご報告

お茶の水地理学会 講演会

テレビ報道の現場
　講師　原  聡子 氏

47 回生  日本テレビ放送網（株）政治部

【開催日時】2015 年 12 月 12 日（土）14:00 〜 16:15
【会場】お茶の水女子大学本館 306 号室
【主催】お茶の水地理学会　【共催】お茶の水学術事業会
【参加費】無料　【参加人数】67 名
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夢のつばさ♥︎プロジェクト ニュース　REPORT

【口座】三井住友銀行   大塚支店（店番号 227）普通 1284200
【名称】特定非営利活動法人 お茶の水学術事業会 理事長 平野由紀子　※ 夢のつばさプロジェクトの専用口座です。

ご寄附いただく際には、ご芳名、ご住所（連絡先）を下記までお知らせください。

※ 恐れ入りますが、税金控除の対象にはなりませんので、あらかじめご了承ください。

連絡先：事務担当　滝澤公子　TEL&FAX：03-5978-5362　Email：tsubasa@npo-ochanomizu.org

ご
寄
附
の
お
願
い

「夢のつばさ♥プロジェクト」は、東日本大震災によって孤児・遺児となった子どもたちを長期にわたって支援
することを目的として、お茶の水学術事業会を中心とした NPO 法人４団体によって進められている事業です。

になりました。ドッヂボー

ルのあとは、体育館内で

自由に遊ぶ時間をたっぷ

りとることができ、バス

ケットボールや巨大バド

ミントン、ビーチバレー

などをして楽しみました。

トランプで盛り上がっているグループもありました。自由に学生

と遊んでいると、子どもたちは本当によい笑顔を見せてくれま

す。今後もこのようなふれあいを大切にしたいと考えています。

　子どもたちがカレーライスを作っている間に、今回ご参加く

ださった保護者の方 ５々名と、学生スタッフ４名、社会人スタッ

フ２名は懇談会を行いました。保護者の方々からは、「継続性

のある支援活動は少なく、子どもたちは毎回とても楽しみにし

て、夢のつばさのキャン

プを待っている」、「大勢

の大学生が参加している

活動ならではの、大学紹

介、見学などをもっとし

てほしい」などのお話が

出ていました。

　交流会では保護者と直接お話しすることによって互いの信頼

も深まり、子どもの日常や保護者の方々のお悩み、ご要望も承

ることができます。交流会に集まった同じ境遇の保護者同士の

つながりも生まれている様子です。過日の夜行バス事故に鑑み、

新幹線移動を採用し交通費出費は悩ましいところですが、大切

にしたいイベントです。また今回は実施しませんでしたが、専

門家によるカウンセリングの場を設けることも可能で、交流会

を今後どのように行っていくか、検討を続けています。

（夢のつばさ♥プロジェクト）

【実施日】 2016 年 3 月 27 日（日帰り）
【開催地】 仙台市：青葉区中央市民センター、富沢市民センター
【参加内訳】 小学生 9 名、中高生 6 名、保護者 5 名、大学生ボ

ランティア 23 名、社会人ボランティア 2 名

【活動概要】

　夏・冬の宿泊キャンプに参加した子どもと心の交流を続ける

ために、春・秋に被災地で行う日帰り行事も回を重ね、夢のつ

ばさの大事な活動となっています。交流会の行われた仙台は、

春の訪れを実感する気持ちの良い一日となりました。

　午前中はカレーライス作りを行いました。これは 2015 年の

冬キャンプで、有志の子どもたちが学生と一緒に練った企画で

す。小さな子が就寝した後も話し合って、会場のリサーチや集

合解散までの時間配分、参加人数の見積もりや小さな子から

大きな子まで楽しく参加できるようになど、大学生に助けられ

ながら計画を立ててきました。

　 青 葉 区中 央市民セン

ターの調理室で、子ども

と大学生の６〜７人の班

に分かれてカレーのルウ

を作り、ご飯もお鍋で炊

きました。学生から小学

校低学年まで、それぞれ

エプロンや三角巾をつけて協力して作業を進める様子はとても

微笑ましく、小さな子たちも、一生懸命お米を研いだりルウを

混ぜたりしていました。全員そろって「いただきます」をすると

すぐに、「おいしいね」という声があちこちから聞こえてきまし

た。切り傷や火傷もなく、子どもたちも満足・満腹のカレーラ

イス作りでした。

　午後は富沢市民センターに移動し、体育館でドッヂボールを

しました。３チームにわかれて総当たりで戦いましたが、男の

子も女の子も一緒になって盛り上がり、とても白熱したゲーム

2 0 1 6 年 春 の 交 流 会
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編集
後記

事務局

広告募集
このページに広告を掲載しませんか？ 次号は 2016 年 10 月に 2500 部
発行予定です。会員の皆様はじめ全国の公共機関などに配布していま
す。広告料金は、1 回につき 20,000 円。詳しくは下記までお問い合わ
せください。

OPEN  月〜金  10:00 〜 16:00
〒 112-8610 東京都文京区大塚 2-1-1 お茶の水女子大学 理学部 3 号館 204
TEL&FAX 03-5976-1478 E-mail : info@npo-ochanomizu.org
http://www.npo-ochanomizu.org
※会員の方は、お問合せの際、会員番号をお知らせください。会員番号は封筒の
　宛名ラベルに印字してあります。

電車の中で読んでいる本や街中で何気なく目にとめたポスター、看板等の
言葉に、笑ってしまったり、涙したり、気持ちを揺さぶられることがあります。
そんな時「活字」の「活」は「生きている」というではないのかなと考えます。
お茶の水ブックレットや「ellipse」も、文字の羅列ではなく、読んで良かっ
たと感じていただけるものになるよう、頑張っていきたいと思います。

INFORMATION

お茶の水学術事業会事務局よりお知らせ

お茶の水学術事業会事務局よりお知らせ

グレイス化粧水（150ml） 6,000 円
グレイス乳液（100ml） 7,000 円
グレイス美容液（30ml） 9,000 円

定価（本体価格）

起業や就業を目指してもう一歩踏み出してみませんか？
今より経済面で自立するために、お金に関する基礎知識とステップアップのための
ビジネス知識やスキルを身につけるためのセミナーです。

【日 時】6 月 4 日・18 日・７月 2 日　いずれも
土曜日 13：30 〜 15：30

【場 所】女性専用コ・ワーキングスペース Albo
３F　セミナールーム

（文京区本郷 4-2-12 芙蓉堂第３ビル３F）
【対 象】 仕事のステップアップや起業に関心のあ
る女性（３回とも出席できる方）

【定 員】 20 名（先着順）
【受講料】	3,000 円（3 回分）
【締 切】 2016 年 5 月 27 日（金）
【主 催】特定非営利活動法人 お茶の水学術事業会
【共 催】株式会社 M2.F（女性専用コ・ワーキン
グスペース Albo）

女性のためのセミナー 受講者募集！

開催日 内　容 講　師
６／４ 「家庭と仕事のお金の話」

・生活設計や毎月の家計管理に関するお金の話
・将来必要なお金を得るための働き方
・企業における収支計算についての基礎知識

渡辺 明子 氏（Anna 人
事労務サポート代表・ファ
イナンシャルプランナー・
社会保険労務士）

６／１８ 「コミュニケーションとプレゼンテーションのスキル」
・職場や取引先とのコミュニケーションの取り方
・仕事の話をきちんと伝えるためのプレゼンテー

ションスキル

平野 正子 氏（株式会社
M2.F 代表）
池田 範子 氏（またたび
企画株式会社代表）

７／２ 「ビジネス最新知識」
・自分のスキルの棚卸
・より収入の多い最近の仕事や職種と必要なスキル

や資格等についての知識
・コンピテンシー分析

臼井 令子 氏（ポケットコ
ンサルティング代表）

 お問い合わせ　お茶の水学術事業会セミナー係（ info@npo-ochanomizu.org ）
  お申し込み　  Email で。件名を「セミナー」とし「住所」「氏名（ふりがな）」「電話番号」「メールアドレス」を記入してください。

【主な内容】

● お茶の水ブックレット10

「キャリア・デザインと子育て
　　  ― 首都圏女性の調査から」
石井クンツ昌子 監修

「子の発達段階に応じたキャリア・デザイン」
研究会／坂本有芳　編著
● 発行日：2016 年 3 月 24 日
● 本体価格：500 円
－目次－
序  章	 子の健やかな生活を保つ ―新たな働きかたの確立を
第１章	 出産タイミングとキャリア ―授かることを大切に
第２章	 子の成長段階と両立課題 ―子の生活を第一に
第３章	 働く母親の利用資源 ―あらゆるものを役立てて
第４章	 長い目で見る女性のキャリア ―アップもダウンも

「子育てとキャリア・デザインの捉え方について、11 名の執筆者が
異なる視点から分析し、ヒントを提案している点が興味深い」「授
業で家族について学習し、女性の生き方について考えてもらう際の
教材となる内容も多い」等、早速ご好評いただいています。

ご注文・お問合せは、お茶の水学術事業会の事務局（Email：info@
npo-ocahnomizu.org　TEL・FAX：03-5976-1478）まで。
Amazonでも取り扱っています。

ステップアップのためのマネーと仕事


